
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

製品各種 

独自技術のデュアル電界方式により、平滑で美しい塗膜品質を高い塗着効率が得られます。 
被塗物にあわせてノズルの選択ができます。 

静電粉体自動ガン 

ＥＣＤａ 

塗装制御盤 

ＳＵＮＡＣ７０００ＥＸ 

項目 標準仕様 

レシプロ 最大 2 台（ガンムーバ：最大 16 台） 

自動ガン 最大 8 ガン×レシプロ 2 台 

３Ｄセンサ 最大 4 面×2 面（片面最大 4） 

ガン距離 100～300mm（10mm ピッチ） 

塗装レシピ 最大 99 種類 

異常検出 3 段階設定（異常・警告・未使用） 

3D 形状認識センサにより得られた情報に基づき塗装距離を自動計算 
事前のワーク情報・レシピ登録が不要 

ツインムーバレシプロ 
ベースムーバとガンムーバにより常に適正なスプレイ距離を実現 

項目 標準仕様 対応可能範囲 

ワーク 最大寸法：3000H×1800D×3000L 

CV 速度 

(CV 搬送方向分解能) 

0.5m～3m/min 
(10mm) 

3.1～6m/min 
(20mm) 

ツイン 

ムーバ 

レシプロ 

上下搖動 ストローク：250～2000mm 

ガンムーバ ストローク：最大 300mm 

ベースムーバ ストローク：最大 600mm 

搭載ガン数 最大 8 ガン 

名称 デュアル電界方式静電粉体自動ガン EcoDual 

ガン型式 ECDa 

噴出量 最大 350g/min 

最高印加電圧 DC-80kV 

最大電流値 80µA 

対応コントローラ型式 BPS900a 

外形寸法(L×W×H) 386×66×69mm 

質量 496g 

３Ｄ形状認識機能搭載 
新世代型粉体塗装システム 

塗装作業者の負担軽減と 

塗料使用量の削減を実現する 

新粉体塗装システム 

塗装作業者の負担軽減と 

塗料使用量の削減を実現する 

新粉体塗装システム 
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センサ本体(レーザ方式距離センサ) 

■三次元形状認識センサによって得られた情報に基づきスプレイ距離を自動算出 

します。事前の被塗物情報の登録は不要です。 

■ガンムーバとベースムーバの稼働によって常に適正なスプレイ距離を保ちます。 

①三次元形状認識センサ 

③ツインムーバレシプロ 

■三次元形状認識センサによって、塗装物の奥行情報を検出します。 

②塗装制御盤 

(SUNAC7000EX) 

本体の前後進 

■膜厚が均一になるため、無補正化や補正作業の軽減，塗料使用量の削減に 

つながります。 

従来型システム 新システム 

■被塗物が塗装ブース入り口に設置されている三次元形状認識センサを通過して 

自動塗装を行います。 

SUNAC7000EX 

塗装システム構成 
(上から見たレイアウト) 

①三次元形状認識センサ 

②塗装制御盤 SUNAC7000 EX 

粉体塗装ガン ECDa 

③ツインムーバレシプロ 

塗装ブース 

コンベア進行方向 

被塗物 

三次元形状認識センサ 

ガン毎の前後進 


